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250円／しを超えており、マクドナルドのチーズパーガーセットは千 最後になりましたが、l \ 
円以よします。 ジ、ツ卜先生には仕事やこち
北欧といえば、白夜で有名ですが、ヨーテボ、りはそれほど韓度が らでの生活のととで大変
高くないので、一日中明るいということはありませんでした。それで お世話になっています。ま
も6月は深夜O時頃にようやく暗く芯り、3時頃には明るくなってい た、妻のお陰でスウ工ーテ、
ました。また、夏至の日は夏至祭という休日で、広い公園では多くの ンでの生活を楽しく過ごせ
人が集まり、スウ工ーテoンの伝統的芯夕、ンス？でしょうか、隣の人と ています。改めて深く感謝
手をつなぎ、輸になって踊るというイベントが催されていました。冬 の意を表したいと思います。
2月18· l 9日に、原子炉実験所主催で、京大本部にて「第8回日韓
中性子科学研究会」が開催された。そのブレミーティングイベント
として、熊取町内にてTea ceremony practiceと称して本格的な
茶道体験を韓国人研究者にして頂きました。何度も来日して日本を
よく知っている彼らですが、さすがにこのような経験は初めてで、特
に点前を実際に行ってみる体験には大喜びでした。と協力を頂きま
した根来礼子先生を初めとする桜灯庵の皆様、熊取町のあるふぁシ
ティくまとり推進協議会・歴史文化部会の皆様に感謝致します。
6 
